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教科書の 同型性を通 じた学校知識の 制度化過程

高校 「現代社会」 教科書 を事例 に

小原　明恵 （東京 大学大学院）

1 ．問題設定

　本報告は 、教科書会社 の 戦略的対応 に注 目

し、同
一

科 目の 複数 の 教科書問 で どの よ うに

同型化が起 こ り、教科書 の 同型化が学校知識

に どの よ うな影響 を与 えた か を明 らか に す る

こ とを通 じ て 、学校知識 の 制度化過 程 の
一

端

を解 明す る こ とを 目的 とする。

　学校知識 の制度化過程 の解明に あた り、な

ぜ教科書を対象 とする の か。教科書は、学校

知識やカ リキ ュ ラム が表現 された もの と し て 、

先行研究 の 対象 とされ て きた。特に 日本 にお

い て は、教科書は授業や試験の 内容、教師の

教育課程編成に大 きな影響 を与 え て お り、学

校知識 を捉 える の に適 して い る。

　先行研究 は、教科書 の 内容 に は 支配層 の イ

デオ ロ ギーが反映 されて お り、教科書が階層

の 再 生 産 に 寄 与 し て い る と指摘 し て きた

（Anyon1979）。こ の よ うな説 明に対 して は、

教科書が社会の 現実に構造化 され て い る とい

う反映論的説明モ デ ル にな っ て お り、教科書

作成 の 実践が 再生産 （現実の 正 当化）を行 う

側面 に の み注 目 し、生産 （意味の 創造）を行

う側 面 を見落 と して い る と い う批判 が あ る

（Whitty訳 書 2009）。

　教科書作成 の 意味生産 の 側面 に注 目す る 1

つ の 方法 に は、教科書会社組織の 企業 とし て

の 行為が教科書内容に どの よ うに影響を与 え

るか を明 らかにす る こ とが あ るだ ろ う。そ こ

で 、本報告 は、教科書会社の 戦略的対応 に注

目し、同
一

科 目の 複数の 教科書間で どの よ う

に同型 化が起 こ り、教科書の 同型化 が学校知

識 に ど の よ うな影響を与えた か を明 らか にす

る 。 同型化 （isomorphism）は 、 新制度派組

織理 論の概念で 、組織が組織 形態や慣行 にお

い て 類似 す る こ と で あ る （DiMaggio ＆

Powell　1983）。 組織 は、同型化に よ り正 当性

を獲得で きる と考 えられて い る 。 日本の 教科

書会社は 、学習指導要領に 従 っ て 教科書を作

成 し て い るが 、同時 に競合他社の 教科書を分

析 し、参考に し て い るこ とが予想 され る。相

互 に参考にする と い う教科書会社 間の 相互 作

用が生 じれば、教科書の 内容は次第に同型化

する だ ろう。こ こ か ら、以下の 2 つ の リサ
ー

チ ク エ ス チ ョ ン を設定する。（1 ）教科書は 同

型化 し た の か 。（2 ）同型化が起 こ っ て い た場

合、どの よ うに同型 化 した の か。こ れ らを明

らか にする こ とは 、教科書会社の 戦略的対応

が 学校知識に 与え る影響 の 解 明に つ なが る 。

2 ．対象 ・方法

　対象は 、高等学校 「現代社会1（以下、現社）

の 1982 年 度か ら 2012 年度 ま で の 10 社 55

冊 の 教科書 と し た 。

　 高校 を対象 とした理由は 、教科書採択方法

が小 ・中学校で 行われて い る地城採択で は な

く学校 ご との 採択で あ り、市場的で教師の ニ

ーズ が よ り強 く反映 され るた め で あ る 。 現社

を対象と した理 由 は、（1） 1982 年度に新設

され た科 目で 、学校知識 の 制 度化過程 を明 ら

かに で きるた め、（2 ）知識 中心 の 学習に対す

る批判か ら、思考力重視の 学習を理念 として

創設 され て お り、理 念 の 現実にお ける変容を

問えるため、（3 ）市場を独 占す る教科書が存

在せ ず、競争 が激 しい た め、の 3 点で あ る 。

　対象 と した教科書は 、現社が創設 され た

1982 年度か ら 2003 年度施行学習指導要領 の

終了時 （2012 年度）までに行われ た 7 回 の 教

科書改訂に よ っ て時期 を 8 つ に 区切 り、各時

期 の シ ェ ア 上位 7 冊の 教科書 と した 。 上位 7

冊を対 象 と した の は 、 シ ェ ア の 合計が どの 時

期で も 50％を超 え、採択 されて い る教科書の

半数以 上 を説 明で きる た め で あ る。

　 分析は 、以 下 の 方法で行 っ た。第
一

に、教

科書の 「分野の ペ ージ比率」 が ど の よ うに同
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型 化 したか を 、各時期の 分野の ペ ージ比 率 の

標 準偏差の 推移 か ら明 らか に した 。 分野 の ペ

ージ比率とは、各分野の ペ ージ数 の 教科書全

体 の ペ ージ数 に対す る比 率で あ る 。 こ れ が 同

型 化する こ とは 、当該分野 の 学習内容全体 に

占め る比 率が、教科書にか かわ らず同 じ に な

り 、
ペ ージ構成 が制度化 され た こ とを意味す

る。

　第 二 に 、 分野 の ペ ージ比率 にお い て同型性

が高か っ た政治分野 の 「目次項 目」 が どの よ

うに同型化 した か を明 らか に した。目次項 目

の 同型 化は 、 扱 う内容 の 制度化を意味する 。

ま た 、 発 生 ・消失す る項 目が、学習指導要領

上 の 項 目か 、既存 の 類似教科 「政治 ・経 済」

（以 下 、政経）の 項 目か と い う点に注 目し、

教科書会社が学習指導要領 と既存教科の ジ レ

ン マ に どの よ うに戦略的に対応 し、同型 化 し

たか を 明 らか に し た 。

3 ．結果 の概要

　分野 の ペ ージ比 率は、学習指導要領改訂 に

伴 う教科書改訂 で は教科書間で差が生 じるが、

そ の 後 の 改訂で 同型化する傾向が あ る 。 同型

化の 程度 は分野 に よ っ て 異 なる 。 既存教科の

政経 と共通す る 「政治」、「経 済」、「国際」 分

野 と、政経とは共 通 しな い が既 存教科 の 「倫

理 」 と共通 す る 「青年期」 分野 で は 、同型化

の 程度が高か っ た。
一

方 、「現代 と人間」、「現

代 の 諸課題」 等 の 現社独 自の 分野で は、同型

化 の 程度が低か っ た。

　分野の ペ ージ比 率におい て 同型 化の 程度が

高か っ た政治分野の 目次項 目は、学習指導要

領 改訂に 伴 う教科書改訂 で は教科書問で 違 い

が 生 じるが 、そ の 後の 改訂で 同型 化する傾 向

が 見 られ た 。 そ の 際 、学習指導要領で はな く

政経教科書 の 項 目 との 同
一

化が 見 られた。現

社は 、 知識 中心 の 学習へ の 批判か ら、思考力

重視の 学習を理念 と し て創設 されて お り、創

設 当初の 1982 年度学習指導要領 で 示 され た

項 目は 少な か っ た 。
こ れ に対 し 、

い くつ か の

教科書は、現社 の 学習指導要領 に示 され て い

な い に もかか わ らず 、 政経教科書の 項 目を設

けた 。 政経 と同
一

化す る傾向 は 、 教科書の 改

訂が進 む ととも に強ま っ た 。

4 ．考察

　教科書は 、 学習指導要領改訂に 伴 う改訂 時

に は各社 の 対応 に差が あるが、そ の 後の 改訂

で 同型化す る傾 向が ある。同型化の 程度は 、

既存教科 と共通す る分野で 高 く、現社独 自の

分野 で は低 い 。目次項 目にお い て 、 現社学習

指導要領 と政経教科書 との 間に齟齬が生 じる

場合、教科書は 現社学習指導要領 よ りも政経

教科書 と同
一

化す る形で 同型化 した 。

　 こ こ か ら、教科書会社の 模倣的同型 性 と い

う相互 作用 は 教科書の ペ ー
ジ構成 と扱 う内容

に影響 を与え て い る とい え る 。 学習指導要 領

と既 存教科 の 内容に齟齬 が生 じる箇所で は 、

学習指導要 領が脱連結 され、既存教科 の 経路

依存性が 見 られた 。

　教科書会社の 模倣的同型性 の 背景にイデオ

ロ ギ
ー

の 影響が あ るか、イデオ ロ ギーとは異

なる要因が ある か ど うか は 、 本分析 か らは不

明で あ る。今後、著者や編集者 へ の イ ン タ ビ

ュ
ー

調査等 を通 じて 明 らか にす る必 要が ある。

また 、 同型化 の 程度が低か っ た 分野 に お い て 、

どの よ うに差異化 が行われたの か 、学習指導

要領で 示 され た理念 に どの よ うな戦略的対応

が 行 われた か に つ い て も、今後 の課題で あ る。
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